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提言 5 ゆとりと賑わいの駅前を創出するレイアウト 

～現状の駅前広場の標準設計を再検討する 
 

地域の魅力を最大限に引き出すためには、現状の駅前広場の標準設計に頼るのではなく、地域

特性に応じた大胆な見直しが大切である。以下に駅前レイアウトの試案を示す。 

 
(1) 車交通中心から歩行者を優先にした駅前広場 

●従来からの駅前空間の基本構成 

・歩行者広場等のまちの玄関機能と、交通結節機能を併せ持ったものとして構成され、駅を中

心とした街区の外周を使って鉄道の両側地区を結ぶ道路網構成が基本 

●広場配置の新たな考え方 

・駅によっては、地域のイベントに使うために大きな歩行者空間が必要な場合や、駅前での自

動車交通のコントロールが必要な場合もある。 

・このようなケースにおいては、駅の正面は歩行者優先の広場とし、自動車交通に対応した交

通機能は片側のみとするか、近隣街区等に配置する考え方もある。 

●自転車利便の確保と適切な歩行者との分離 

・駅は自転車交通が集中する施設でもあるため、公共交通との乗換利便を考慮した駐輪場とア

クセス動線の計画、歩行者との錯綜を防止する駅前広場内や周辺地区におけるネットワーク

やルールなどの整備が必要 

 

＜事例＞ 

・鹿児島市谷山駅では、幹線道路に接続

する駅前広場は自動車交通に対応し、

河川と鉄道に挟まれた広場は歩行者専

用の多目的広場として地域のイベント

や市民の憩いの場として整備される計

画となっている。 

・多目的広場は連続立体交差事業と併せ

て実施される土地区画整理事業におけ

る公園として整備される。 

・駅舎の左右高架下には駐輪場が計画さ

れる予定となっている。 

 

 

（出典：谷山地区連続立体交差事業鉄道施設計景観設計等報告書） 
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(2) 広場内トランジットの導入と立体利用 

● 従来からの駅前空間の基本構成 

・駅前広場内のバス乗り場への平面横断が限定されているため、バス停留所は広場車路の外周

に設置、利用者からみた場合、駅舎から離れている、乗り場が分かりづらいといった問題 

・ペデストリアンデッキによる連絡はバリアフリー機能の付加など、施設規模が肥大化 

● 新たな考え方 

・広場内平面トランジットエリアの導入による利便性向上 

・さらに広場の立体利用の促進による賑わい空間の創出 

 

・従来、歩行者の駅前広場の横断やバス停島への平面横断は好ましくないとされているが、ト

ランジットエリアを歩行者優先空間として位置づけて、利便性を高める考え方もありえる。 

・さらにトランジットエリアを立体都市計画によって、建物内に取り込めば、「駅･まち」の高

度利用や賑わいの創出に繋げることもできる。 

 

バス停をトランジットエリアとして 

歩行者優先化 

 

 

 

  

 

 

さらに立体都計により上空を建物利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：新横浜駅北口総合開発事業パンフレット） 

新横浜駅の事例（立体都計により駅ビル内に歩行者広場を整備） 
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(3) ワンピースの駅前レイアウト 

●従来の駅前空間の基本構成駅前広場 

・駅の両側に整備して、自動車動線を広場中央に取り回すステレオタイプの駅前広場 

・歩行者や公共交通にとって本当に望ましい形態なのかが、今後の検討課題 

●新たな考え方 

・鉄道両側を一体的に広場と考えた試案として、駅のロータリーは豊かな駅前広場を確保する

ため一方通行路とし、駅前広場は防災拠点を兼ねる緑豊かな公園風の仕立てとし、都市の外

縁部に設けた公園・緑地とトランジットモールで連結することで、緑のネットワークを形成 

・ロータリーの周長を利用して、これに沿ってバス停やモータープールを配置 

・環境に優しい交通環境：バス、

ＬＲＴ、駐輪場（地下）の優

先的な広場配置（広場の規模

は駅により当然異なる） 

・防災機能を備えた賑わい空

間：広々としたオープンスペ

ースとしての駅前広場 

・豊かな空間構成：広場の規模

により都市サービス機能の広

場内立地 

・周辺市街地との連携：一方通

行、歩行者優先のロータリー

を介して周辺の市街地と連携 

 

(4) 近隣街区との連携で交通施設を分散 

●従来の駅前空間の基本構成駅前広場 

・乗降場だけでなく、タクシープールやバスプール、駐車場など、すべての交通機能を駅前広

場内にレイアウト 

●新たな考え方 

・プールや駐車場は必ずしも広場内にある必要がないため、本当に必要な施設以外は近隣街区

に分散し、広場内は純粋に乗降場のみを配置 

・広場に余裕が生まれ、歩行者空間や環境空間が豊かに拡大 

 

・近隣街区に分散させたタクシープールやバスプールと駅前広場内の乗降場とは、センサーと

通信などのＩＣＴを活用することによって、スムースな連携が図られる。 

・また、ＩＣ乗車券と駐車場の料金システムを連動させたＰ＆Ｒ割引や、商店街利用割引など

のサービスや料金徴収の一元化によって、利便性が高まる。 

※図は機能イメージのプロトタイプであり、実際には周辺の

既存市街地との関係性が重要 


